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脳内のモチベーション・ネットワーク（MN）
に関し、武道の効能という観点から同様
に機能的結合（FC）を調べた。剣道愛好家
では、安静時はMNのFCが低値であり、い

わゆる「不動心」が達成されている一方、
注意に関連する課題施行中のMN内のFC
は高値をとっており、いざ注意を要するタ
スクを実施する要請があれば、これを即
時に動員できる、すなわち、resting -
attentionally driven stateのコントラストが
特徴的であるということが考えられた。
かねてより、AIネットワーク化社会にお

ける「こころの涵養」「人材育成」という観
点から、わざの修練、心のタフネスに関す
る考察を手がかりとしてAI時代に十分なレ
ジリエンスを備えた、AIのユーザーおよび

開発者の育成についての啓発を目指して
いる。本研究は、東洋発信のかたちにて、
東洋固有の伝統芸能・思想等をAI時代の

教育方略の一部として応用していくことに
関する可能性を示唆する成果といえる。
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